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訪 問 看 護  

和 田 病 院  

訪 問 看 護 と は 、 病 気 の あ る 方 が 住 み 慣 れ た 地 域 や ご 家 庭

で 療 養 生 活 を 送 れ る よ う 、 看 護 師 等 が 生 活 の 場 へ 訪 問 し 、

療 養 生 活 を 支 援 す る サ ー ビ ス で す 。  
 

和 田 病 院 訪 問 看 護 は 、 ２ ４ 時 間 対 応 可 能 な 体 制 に 加 え 、

外 来 部 門 か ら の 看 護 師 派 遣 な の で 当 院 主 治 医 と の 連 携 が

図 り や す く 、 急 遽 入 院 の 必 要 性 が あ る 場 合 に も ス ム ー ズ な

対 応 が 可 能 で す 。 訪 問 看 護 を ご 希 望 の 際 は 、 主 治 医 や 病

院 の 相 談 員 、 ケ ア マ ネ ジ ャ ー な ど に ご 相 談 く だ さ い 。  

当 院 は 在 宅 療 養 支 援 病 院 の 認 定 を 受 け 、  

2 4 時 間 体 制 で 地 域 の 患 者 さ ん の 在 宅 療 養 を サ ポ ー ト し て い ま す 。  

病状や健康状態の観察 

医療処置・治療上の看護 

エンド・オブ・ライフケア 

家族への相談支援 

療養生活の支援・相談 

サービス内容 
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雨に映える紫陽花の花が美しい季節となりました。新型コロナウイルス感染症が5類感染症

に位置づけられてから1ヶ月が過ぎ、少しずつ以前のような日常生活を取り戻しつつあるよ

うに感じます。当院におきましても、患者さんご家族には院内感染予防対策のため面会制限

等にご協力いただいてまいりましたが、5月8日より面会制限を緩和しております。皆さまに

は長い間ご協力いただき誠にありがとうございました。 

 さて、日本気象協会によりますと今年の夏も早い時期から厳しい暑さが予想されるようで

す。初夏や梅雨明け・夏休み明けなど体が暑さに慣れていない状態で気温が急上昇する時は

特に熱中症に注意が必要です。その対策として、軽い運動や湯船につかる入浴で汗をかくこと等で体を暑さに

慣れさせる暑熱順化が呼びかけられています。本格的な夏を迎える前に無理のない範囲で行ってみてはいかが

でしょうか。 

福井 淳一

ふくい じゅんいち

 小笠原 奈月

お が さ わ ら  な つ き

 

4月に赴任しました。主に脳神経外科の入院患者様を対

応しています。患者様・ご家族が安心して治療を受け

られるよう、そして1日でも早く回復し退院できるよう

全力でがんばりますのでよろしくお願いいたします。 

喉が渇いていなくても水分をこまめに取りましょう。スポーツド

リンクなどは塩分や糖分補給に効果的です。 

気温や湿度をいつも気にしましょう。扇風機やエアコンを使って

室内を涼しくしましょう。我慢は禁物です。 

バランスの良い食事やしっかりとした睡眠、適度な運動。日々の

体調管理を行って、丈夫な体を作りましょう。 

寝ている間も注意が必要です。通気性の良い寝具やエアコン等

を使って睡眠環境を快適に保ちましょう。 

熱 中 症 の 予 防 と 対 策  

ご 挨 拶  和田病院 院長 伊藤 康司 

新 任 医 師 紹 介  

暑熱順化 

運動や仕事で体を動かすと、体温が上昇し汗をかくこと

で体温を調節しています。平常時は体温を調節する機能

が働き、36℃～37℃に保たれています。 

専門分野 脳神経外科 

出身地 福岡県 

出身大学 宮崎大学 

専門分野 泌尿器科・血液透析 

出身地 大阪府 

出身大学 愛媛大学 

6月より泌尿器科外来を担当することになりました。 

何かありましたら受診して下さい。 

脳 神 経 外 科 泌 尿 器 科 

熱中症 

気温や湿度が高いと、熱をうまく外に逃がすことができな

くなります。体の水分や塩分も減ると、血液の循環が悪く

なって熱を逃すことが出来ず、次第に汗もかけなくなり、

体の中に熱がたまって体温が上昇します。 

泌尿器科外来開設：火・木曜 午後 

※ご予約不要で受診頂けます 
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回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟 の ご 紹 介  

和 田 病 院 
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居宅介護支援事業所 

介護老人保健施設 メディケア盛年館 

訪問リハビリテーション 

在 宅 医 療・介 護 

訪 問 看 護 

訪 問 診 療 

治療から在宅まで切れ目のない医療を提供しています 

 和田病院では『治療から在宅まで切れ目のない医療の提供』を目指し、患者さんの病状に応じた診療機能を充

実させてまいりました。例えば、脳梗塞や脳出血などの脳卒中では手足の麻痺や言語障害など長期的にリハビリ

が必要となる場合があります。その他、怪我での骨折、大きな手術後に筋力が弱ってしまったなど、患者さんが

元の生活に戻るためにはリハビリテーションが欠かせません。治療の後も家庭復帰や職場復帰に向けたリハビリ

を続けられるよう、平成20年からリハビリの専門病棟（回復期リハビリテーション病棟 42床）を開設し15年が

経過しました。現在では、最も高い病棟基準となる「回復期リハビリテーション病棟入院料１」を取得し、365

日体制で集中的なリハビリを行っています。 

 回復期リハビリテーション病棟  患者さんの１日のスケジュール例  病棟生活のすべてが

リハビリテーション 
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内訳 退棟患者数 平均年齢 平均在棟日数 

脳血管疾患 112 73 101.2 

脳腫瘍 2 56 96.5 

頭部外傷 3 61.7 35 

脳血管疾患等（計） 117 72.4 99.4 

変形性股関節症 3 63.7 46.3 

脊椎圧迫骨折 8 84.9 67.8 

大腿骨骨折 4 82.5 81.3 

その他 整形外科疾患 6 75.3 71 

整形外科疾患（計） 21 78.7 68.2 

その他 4 77 5.25 

全体 142 73.5 92.1 

退棟患者数  １４２名 

在宅復帰率 ８３．９％ 

重傷者割合  ４８．０％ 

２０２２年度 

回復期リハビリテーション病棟実績報告 

リハビリテーションを 
 

もっと詳しく 

和田病院ホームページ 
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医療法人 誠和会 和田病院 関連施設 
 

 ◆介護老人保健施設  メディケア盛年館 

  TEL：（０９８２）５３－８７８８ FAX：（０９８２）５３－８７８０ 

 ◆和田病院指定居宅介護支援事業所 

  TEL：（０９８２）５５－９０３５ FAX：（０９８２）５５－９０３６ 

〒883－0051  宮崎県日向市向江町1丁目１９６－１ 

TEL：（０９８２）５２－００１１㈹ FAX：（０９８２）５４－１０１２ 

ホームページアドレス ： https://wada-hosp.or.jp 

 ■月～金曜日 

    午前  8:30 ～12:00（受付  11:30まで） 

    午後 13:30～17:00（受付  16:30まで） 

 ■土曜日 

 午前  9:00～12:00（受付  11:30まで） 

 第2・4土曜日の診療は休診となります。救急の方はお電話にてお問い合わせください。 

診療科  月 火 水 木 金 土 

内 科  

午前  
出先亮介 

堀之内寿人 

松田基弘 

大園芳範 
伊藤桂代子 

出先亮介 

堀之内寿人  

大学医師 
または 

非常勤医師 

伊藤康司 

堀之内寿人 

午後  伊藤康司 
出先亮介 

大園芳範 

松田基弘 

大園芳範 
出先亮介  秋月渓一 -  

外 科  

午前 工藤俊介 工藤俊介 工藤俊介 和田徹也 工藤俊介 
大学医師 

または 

非常勤医師 

午後 工藤俊介 工藤俊介 工藤俊介 大学医師 工藤俊介 - 

脳 神 経 外 科   

午前 
二見宗智 

藤田摩美 
藤田摩美 

二見宗智 

藤田摩美 

二見宗智 

藤田摩美 
二見宗智 - 

午後 藤田摩美 藤田摩美 藤田摩美 藤田摩美 - - 

泌 尿 器 科  
午前 - - - - - - 

午後 - 福井淳一 - 福井淳一 - - 

専 門 外 来 
肝   臓 ・ ・ ・ 大園芳範 水曜日【午前/午後】 *第2週火曜日のみ【午後】 

膠 原 病 ・ ・ ・ 松田基弘 水曜日【午前/午後】 

血   液 ・ ・ ・ 秋月渓一 金曜日【午後】 

和田病院 基本理念 

「個人の尊厳と人間愛に基づく医療を目指す」 
 

＜基本方針＞ 

１．日向入郷医療圏において、救急医療、災害医療、脳卒中を中心とした安全で質の高い医療の提供に努めます 

２．チーム医療を推進し、患者様が安心して療養生活ができる療養環境を提供します 

３．地域住民の健康増進と疾病予防に寄与します 

４．医療安全対策、個人情報保護に努めます 

５．患者様の個別性を尊重し、患者様中心の医療を提供します 

６．働きやすくやりがいの持てる職場環境作りに努めます 

外 来 診 療 担 当 表  


